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NIH/3T3 (1). HEK293 (2). Hela (3). Raw264.7 (4). Jurkat (5). & & U8 PC-2 (6)4HHE
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Web: https://japan.enkilife.com E-mail: order@enkilife.com techsupport@enkilife.com



	
	製品名: HAVCR1マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ヒトA型肝炎ウイルス（HHAV）およびTIMD4の両方の膜受容体です。このタンパク質は、喘息およびアレルギー性疾患の緩和に関与している可能性があります。参照ゲノムは、HHAV血清陽性者におけるアトピーに対する防御作用を有するMTTVPアミノ酸配列を保持するアレルを表しています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。関連する偽遺伝子は、4番染色体、12番染色体、および19番染色体上に同定されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	NIH/3T3 (1)、HEK293 (2)、Hela (3)、Raw264.7 (4)、Jurkat (5)、およびPC-2 (6)細胞溶解物に対するHAVCR1マウスmAbを使用したウエスタンブロット解析。

